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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

福
岡
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

大
久
保　

順　

子

『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』（
貞
享
三
年
刊
）
巻
一
の
三
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
は
、
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
作
品
の
中
で
も
、
戦
前

戦
後
を
通
じ
て
今
日
ま
で
国
語
教
科
書
で
の
採
用
度
の
高
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
現
代
文
教
材
と
比
較
し
て
、
古
典
教
材
の
場
合
は

戦
前
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
作
品
教
材
が
戦
後
も
教
科
書
に
残
る
例
が
少
な
く
な
い（
１
）。

そ
し
て
、
同
じ
古
文
の
作
品
の
採
用
の
度
合
い

が
、
各
社
の
ど
の
国
語
教
科
書
に
も
歴
史
的
に
高
ま
っ
て
く
る
場
合
、
そ
の
教
材
が
「
定
番
化
」
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
一
種

の
硬
直
化
し
た
傾
向
性
が
見
え
て
く
る
印
象
が
拭
え
な
い
こ
と
は
、
前
稿
で
芭
蕉
の
教
材
例（
２
）に

指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

あ
る
同
一
の
作
品
が
国
語
教
材
と
し
て
継
続
的
に
採
用
さ
れ
る
度
合
い
が
高
い
、
と
い
う
場
合
、
そ
の
要
因
は
何
な
の
か
。
ま
た
、
そ

の
教
材
は
戦
前
戦
後
を
通
し
て
同
一
の
も
の
と
判
断
し
て
も
よ
い
の
か
、
指
導
観
も
同
様
と
い
え
る
の
か
否
か
、
等
の
疑
問
も
生
ま
れ

て
く
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
作
品
が
実
際
に
採
録
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
本
文
や
指
導
書
等
の
例
を
検
討
し
、
教
材
と
し
て
の
作
品
を
用

い
て
教
え
る
指
導
者
側
の
意
識
を
探
っ
て
み
た
い
。
こ
の
試
み
は
、
テ
キ
ス
ト
と
な
る
文
学
作
品
の
本
文
が
教
科
書
と
い
う
媒
体
を
通

し
て
い
か
に
受
容
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
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一
　
戦
前
教
科
書
の
教
材
採
用
状
況
と
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
本
文

堀
切
実
・
有
働
裕
の
先
行
研
究（
３
）に

よ
る
と
、「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
教
材
採
用
例
と
し
て
は
、
明
治
期
の
採
用
例
の
比
較
的
早

い
『
日
本
永
代
蔵
』（
貞
享
五
年
刊
）
巻
二
の
一
「
世
界
の
借
屋
大
将
」
よ
り
遅
れ
て
、
旧
制
中
学
校
教
科
書
で
は
大
正
十
五
年
（
一
九

二
六
）
刊
行
の
池
田
亀
鑑
・
岩
田
九
郎
編
『
中
学
読
本
』
巻
九
（
帝
国
書
院
）
や
久
松
潜
一
編
『
国
文
』
巻
九
（
弘
道
館
）、
高
等
女
学

校
教
科
書
で
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
刊
行
の
岩
波
編
集
部
編
『
国
語　

女
子
用
』
巻
十
（
岩
波
書
店
）
等
が
み
ら
れ
る
。『
西
鶴
諸

国
ば
な
し
』
所
収
話
で
は
、
そ
れ
以
前
に
巻
三
の
一
「
蚤
の
籠
抜
け
」
が
垣
内
松
三
他
編
『
国
文
新
撰
』
巻
十
（
明
治
書
院
、
大
13
）、

鈴
木
敏
也
編
『
新
中
学
国
文
』
巻
十
（
目
黒
書
店
、
大
14
）
や
下
田
次
郎
・
尾
上
八
郎
編
『
新
女
子
国
文
』（
明
治
書
院
、
大
15
）
等
に

採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
次
の
三
点
の
教
科
書
例
の
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
各
本
文
を
確
認
し
、
そ
の
教
材
化
の
様
相

を
み
る
。

Ａ�

旧
制
中
学
校
教
科
書　

岩
波
編
集
部
編
『
国
語
』
巻
十
（
岩
波
書
店
、
昭
12
・
12
訂
正
再
版　

※
昭
12
・
６
初
版
）

Ｂ�

高
等
女
学
校
教
科
書　

澤
瀉
久
孝
・
木
枝
増
一
編
『
女
子
新
国
語
読
本
』
新
制
版　

巻
九
（
修
文
館
、
昭
16
・
７
訂
正
三
版
※
昭

12
・
８
初
版
）

Ｃ�

高
等
女
学
校
教
科
書　

藤
村
作
編
『
女
子
大
日
本
読
本
』
新
訂
版　

巻
十
（
中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社
、
昭
18
・
６
修
正
四
版　

※
昭
12
・
６
初
版
）

こ
れ
ら
の
教
科
書
の
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
本
文
を
、
試
み
に
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
貞
享
二
年
刊
本
の
影
印
版（
４
）の
本
文
と

対
照
す
る
と
、
ま
ず
次
の
よ
う
な
原
文
と
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

①
文
中
の
「
．」
の
句
読
点
「
。」「
、」
へ
の
置
き
換
え

②
用
字
の
改
変

③
登
場
人
物
の
発
話
や
手
紙
文
の
引
用
等
の
箇
所
に
付
さ
れ
る
「　

」

近
現
代
文
の
句
読
点
に
あ
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
板
本
の
原
文
で
「
．」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
①
の
よ
う
に
句
点
や
読
点
に
置
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

き
換
え
る
。
こ
の
①
②
③
等
の
改
訂
は
、
今
日
の
各
社
教
科
書
で
の
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
教
材
化
に
お
い
て
も
（
程
度
の
差

は
あ
れ
）
文
章
に
施
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
処
理
で
あ
る
。
た
だ
し
、
句
点
・
読
点
に
相
当
す
る
文
章
の
切
れ
目
の
設
け
方
に
は
、
各

社
の
教
科
書
の
編
者
の
改
訂
に
よ
り
多
少
の
相
違
が
発
生
す
る
。
実
際
の
授
業
で
は
、
採
用
さ
れ
た
教
科
書
の
テ
キ
ス
ト
の
表
記
に

沿
っ
た
解
釈
の
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
昭
和
十
年
代
の
教
科
書
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
Ａ
岩
波
『
国
語
』
巻
十
の
本

文
の
場
合
、
原
文
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
（
以
下
、
教
科
書
本
文
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
漢
字
は
現
行
の
字
体
に

改
め
、
振
り
仮
名
や
句
読
点
、「
」
の
位
置
を
本
文
の
ま
ま
と
す
る
。
傍
線
は
便
宜
上
、
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）。

 

（
原
文
）	 •	

す
ぐ
な
る
今
の
世
を
．
横よ
こ

に
わ
た
る
男お
と
こあ

り
．
→ 

Ａ
直
な
る
今
の
世
を
横
に
渡
る
男
あ
り
。

　
　

	 
•	

膝ひ
ざ

立た
て

な
を
し
．
浮う
き

世よ

に
は
．
か
ゝ
る
難な
ん

義ぎ

も
あ
る
も
の
か
な
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→ 

Ａ
膝
立
て
直
し
、「
浮
世
に
は
か
ゝ
る
難
儀
も
あ
る
も
の
か
な
。

教
科
書
例
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
①
の
句
読
点
の
つ
け
方
は
原
本
の
「
．」
の
位
置
を
忠
実
に
再
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。

句
が
原
文
の
よ
う
に
短
く
切
ら
れ
な
い
た
め
、
一
文
の
呼
吸
は
長
め
の
も
の
に
な
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
統
一
の

処
理
の
他
に
、
平
仮
名
の
部
分
に
漢
字
を
当
て
る
（
例
「
ひ
ん
び
や
う
」
→
「
貧
病
」）
箇
所
が
多
い
。
漢
字
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
字
面
を
見
た
時
に
原
文
よ
り
も
「
意
味
が
取
り
や
す
い
」
も
の
と
な
る
と
み
ら
れ
る
。

『
定
本
西
鶴
全
集
』
等
の
「
原
文
の
活
字
化
」
の
本
文
に
慣
れ
て
い
る
今
日
の
近
世
文
学
研
究
者
や
教
科
書
編
集
者
の
目
に
は
、
こ
れ

ら
の
例
は
あ
る
種
、
近
代
の
読
者
が
読
み
や
す
さ
を
求
め
た
「
原
文
の
改
変
」
の
度
合
の
高
い
テ
キ
ス
ト
と
し
て
映
る
だ
ろ
う
。
こ
の

本
文
改
訂
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
偏
に
教
科
書
に
限
ら
れ
た
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
所
収
話
が
教
科
書
教
材
に

採
用
さ
れ
始
め
る
大
正
十
三
～
十
五
年
頃
前
後
と
そ
れ
以
前
の
、
当
時
既
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
西
鶴
作
品
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
状
況
を

照
ら
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
和
本
趣
味
の
好
事
家
に
限
ら
ず
、
教
科
書
編
集
等
に
携
わ
る
読
者
も
接
し
得
る
、
活
字
の
『
西
鶴
諸

国
ば
な
し
』
本
文
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
教
科
書
本
文
採
用
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
近
代
の
著
名
な
叢
書

の
う
ち
、
以
下
の
所
収
本
文
を
対
照
し
て
み
る
。

ａ�

尾
崎
紅
葉
・
渡
部
乙
羽
校
訂
『
校
訂
西
鶴
全
集
』
下
巻
（
博
文
館
、
明
27
・
６
）
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ｂ�

幸
田
露
伴
校
訂
『
西
鶴
文
集
』（
博
文
館
、
大
２
・
１
）

ｃ�
江
戸
文
学
研
究
会
（
代
表 

蘇
武
利
七
）
編
『
浮
世
草
紙　

巻
の
三
』（
向
陵
社
、
大
４
・
12
）

ｄ
与
謝
野
寛
編
纂
、
正
宗
敦
夫
・
与
謝
野
晶
子
校
訂
『
日
本
古
典
全
集　

西
鶴
全
集 

第
三
』（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
大
15
・
７
）

ｅ�

山
口
剛
校
訂
、
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
藝
之
部
第
一
巻
『
西
鶴
名
作
集 

上
』（
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
昭
４
・
８
）

ａ
『
校
訂
西
鶴
全
集
』
上
下
に
つ
い
て
は
好
色
本
収
録
に
関
し
明
治
二
十
七
年
の
発
禁
事
件
の
問
題（
６
）が
あ
っ
た
と
は
い
え
、「
大
晦
日
は

あ
は
ぬ
算
用
」
の
場
合
は
ａ
～
ｅ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
特
別
に
抵
触
し
伏
字
等
の
処
理
が
な
さ
れ
た
表
現
の
箇
所
は
な
い
。
教
科

書
Ａ
～
Ｃ
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
一
話
全
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
話
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
教
科
書
で
先
に
掲
げ
た
①
②
の
よ
う
な
原
文

の
改
訂
は
、
既
に
ａ
～
ｄ
の
本
文
で
施
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
昭
和
四
年
刊
行
の
ｅ
は
①
区
切
り
方
②
用
字
も
原
文
に
近
い
。
そ
の
折

込
印
刷
物
で
あ
る
「
日
本
名
著
全
集
特
別
通
信
」
の
「
書
物
愛　

第
二
十
八
号
」（
興
文
社
、
昭
４
・
10
）
は
、ｅ
の
独
自
の
編
集
方
針

を
示
す
（
※
引
用
本
文
の
傍
線
部
は
引
用
者
が
付
し
、
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
）。
次
の
文
章
は
当
時
の
西
鶴
作
品
本
文
の
活
字

翻
刻
刊
行
と
研
究
の
状
況
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

尚
校
訂
編
輯
に
就
い
て
は
、
特
に
絶
対
原
本
通
り
―
少
く
と
も
活
字
覆
刻
に
於
て
能
ふ
限
り
最
も
原
本
に
近
く
！　

の
方
針
を

取
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
山
口
先
生
と
編
輯
部
印
刷
部
と
が
、
ど
れ
だ
け
苦
心
し
、
ど
れ
だ
け
時
間
と
労
力
を
費
し
た
か
知
れ

ま
せ
ん
。
未
だ
十
分
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
、
原
本
と
本
集
と
従
来
の
活
字
本
と
を
お
比
べ
の
上
そ
の
苦
心
の
あ
る
と
こ
ろ
御
諒
察

を
願
ひ
ま
す
。
ま
た
好
色
物
の
一
部
に
風
教
上
の
関
係
か
ら
如
何
は
し
い
箇
所
は
、
こ
れ
を
削
除
し
ま
し
た
。
御
了
承
を
乞
ふ
と

共
に
、
こ
れ
無
く
と
も
西
鶴
の
真
価
を
知
る
に
は
毫
も
差
支
な
い
こ
と
を
申
上
げ
ま
す
。

�

（「
第
二
十
八
回
配
本　

西
鶴
名
作
集
上
巻　

山
口
剛
先
生
解
説
校
訂　

小
早
川
秋
声
画
伯
装
幀（
５
）」）

「
予
約
会
員
以
外
に
は
頒
た
ず
、
分
売
の
需
め
に
応
じ
得
ぬ
こ
と
、
ま
た
申
す
ま
で
も
な
し
」「
会
費
は
一
冊
あ
て
、
一
円
六
十
銭
。
外

に
申
込
金
一
円
を
申
受
け
る
」「
送
本
料
は
、
会
費
の
外
に
一
冊
あ
て
金
十
二
銭
を
要
す
」（『
西
鶴
名
作
集　

上
』
巻
末
「
日
本
名
著
全

集　

書
目
予
定
」）
の
よ
う
に
、
ｃ
「
浮
世
草
紙
」・
ｄ
「
日
本
古
典
全
集
」・
ｅ
「
日
本
名
著
全
集
」
は
有
料
会
員
限
定
配
本
の
「
非
売

品
」
で
あ
る
が
、
専
門
の
研
究
者
や
教
科
書
編
集
者
が
参
照
し
利
用
で
き
る
状
況
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
活
字
本
の
影
響
が
実
際
に
、
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

昭
和
十
年
代
の
教
科
書
Ａ
～
Ｃ
の
教
材
化
に
も
及
ん
で
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
刊
行
書
ａ
～
ｅ
と
教
科
書
Ａ
～
Ｃ
の

「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
本
文
の
対
校
例
を
二
つ
掲
げ
る
（
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
）。

 

（
原
文
）
榧か
や

か
ち
栗く
り

．
神か
み

の
松ま
つ

．
や
ま
草ぐ
さ

の
売う
り

声こ
へ

も
せ
は
し
く
．
餅も
ち

突つ
く

宿や
と

の
隣と
な
りに
．
煤す
ゝ

を
も
払は
ら

は
ず
．

ａ�

榧か
や

乾か
ち

栗く
り

神か
み

の
松ま
つ

や
ま
草く
さ

の
売う
り

声こ
ゑ

も
忙せ
は

し
く
、
餅も

ち

搗つ
き

宿や
ど

の
隣と
な
りに
煤す
ゝ

を
も
払は
ら

は
ず
、

ｂ�

榧か
や

乾か
ち

栗ぐ
り

神か
み

の
松ま
つ

や
ま
草く
さ

の
売う
り

声ご
ゑ

も
忙せ
は

し
く
、
餅も
ち

搗つ
き

宿や
ど

の
隣と
な
りに
煤す
ゝ

を
も
払は
ら

は
ず
、

ｃ�

榧か
や

乾か
ち

栗ぐ
り

神か
み

の
松ま
つ

や
ま
草く
さ

の
売う
り

声こ
え

も
忙せ
は

し
く
、
餅も
ち

搗つ
き

宿や
ど

の
隣と
な
りに

煤す
ゝ

を
も
払は
ら

は
ず
、

ｄ�

榧
、
乾
栗
、
神
の
松
、
山
草
の
売
り
声
も
忙
し
く
、
餅
搗
く
宿
の
隣
に
煤
を
も
払
は
ず
、

ｅ�

榧か
や

か
ち
栗く
り

。
神か
み

の
松ま
つ

。
や
ま
草ぐ
さ

の
売う
り

声こ
へ

も
せ
は
し
く
。
餅も
ち

突つ
く

宿や
と

の
隣と
な
りに

。
煤す
ゝ

を
も
払は
ら

は
ず
。

	

Ａ�

榧
、
搗
栗
、
神
の
松
、
や
ま
草
の
売
声
も
せ
は
し
く
、
餅
搗
く
宿
の
隣
に
、
煤
を
も
払
は
ず
、

	

Ｂ�

榧
・
搗
栗
・
紙
の
松
・
や
ま
草
の
売
声
も
忙
し
く
、
餅
搗
く
宿
の
隣
に
煤
も
払
は
ず
、

	

Ｃ�

榧
・
搗
栗
、
神
の
松
、
や
ま
草
の
売
声
も
忙
し
く
、
餅
搗
く
宿
の
隣
に
煤
も
払
は
ず
、

 

（
原
文
）
金
子
十
両り
や
う

包つ
ゝ
み

て
．
上う
は

書が
き

に
．
ひ
ん
び
や
う
の
妙み
や
う
や
く薬．
金き
ん

用や
う

丸ぐ
は
ん

．
よ
ろ
づ
に
よ
し
と
し
る
し
て
．

ａ�

金き
ん

子す

十
両り
や
う

包つ
ゝ

み
て
、
上う
は

書が
き

に
貧ひ
ん
び
や
う病の
妙め
う

薬や
く

金き
ん

用よ
う

丸ま
る

萬よ
ろ
づ

に
吉よ
し

と
記し
る

し
て
、

ｂ�

金き
ん

子す

十
両り
や
う

包つ
ゝ

み
て
、
上う
は

書が
き

に
貧ひ
ん
び
や
う病の
妙め
う

薬や
く

金き
ん

用よ
う

丸ぐ
わ
ん
よ
ろ
づ萬
に
吉よ
し

と
記し
る

し
て

ｃ�

金き
ん

子す

十
両り
や
う

包つ
ゝ

み
て
、
上う
は

書が
き

に
貧び
ん
び
や
う病の

妙み
や
う
や
く薬金き
ん

用よ
う

丸ぐ
わ
ん
よ
ろ
づ萬

に
吉よ
し

と
記し
る

し
て
、

ｄ�

金
子
十
両
包
み
て
、
上う
は

書が
き

に
貧
病
の
妙
薬
金き
ん

用よ
う

丸ぐ
わ
ん

萬
づ
に
吉よ

し

と
記
る
し
て
、

ｅ�

金
子
十
両り
や
う

包つ
ゝ
み

て
。
上う
は

書が
き

に
。
ひ
ん
び
や
う
の
妙み
や
う
や
く薬。

金き
ん

用や
う

丸ぐ
わ
ん

。
よ
ろ
づ
に
よ
し
と
し
る
し
て
。

	

Ａ�

金
子
十
両
包
み
て
、
上
書
に
「
貧
病
の
妙
薬
金
用
丸
、
萬
づ
に
吉
」
と
記
し
て
、

	

Ｂ�

金
子
十
両
包
み
て
、
上
書
に
、「
貧
病
の
妙
薬
金
用
丸
、
萬
づ
に
吉よ
し

。」
と
記
し
て
、

	

Ｃ�

金
子
十
両
包
み
て
、
上
書
に
、「
貧
病
の
妙
薬
金
用
丸
、
萬
に
吉
」
と
、
記
し
て

ａ
～
ｄ
の
活
字
校
訂
本
で
は
、
ｂ
露
伴
校
訂
と
ｃ
江
戸
文
学
研
究
会
校
訂
に
ａ
紅
葉
乙
羽
校
訂
の
文
体
の
リ
ズ
ム
を
尊
重
し
踏
襲
し
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て
い
る
と
思
し
き
箇
所
が
み
ら
れ
る
が
、「
金
用
丸
」
の
「
ま
る
」
か
ら
「
ぐ
わ
ん
」
へ
等
、
修
正
が
多
少
み
ら
れ
る
。
大
正
末
の
ｄ
日

本
古
典
全
集
校
訂
の
「
榧
か
ち
栗
。」「
餅
搗
く
宿
」
等
に
は
、
原
文
を
検
討
し
た
読
み
や
句
読
点
の
位
置
の
「
再
現
」
ぶ
り
が
窺
え
る
。

そ
し
て
、
ｅ
は
確
か
に
「
従
来
の
活
字
本
と
」
比
べ
て
極
め
て
「
能
ふ
限
り
最
も
原
文
に
近
く
」（
句
読
点
は
「
。」
を
用
い
）
翻
刻
さ

れ
た
本
文
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
昭
和
十
年
代
の
教
科
書
を
比
較
す
る
と
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
も
文
章
の
区
切
り
方
は
ｄ
の
も
の

に
近
い
。「
貧
病
」「
萬
づ
に
吉
」
等
の
漢
字
の
用
字
に
も
、
ａ
～
ｄ
の
活
字
校
訂
本
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
の
例

か
ら
み
て
、
昭
和
初
期
に
ｅ
の
よ
う
な
「
原
本
通
り
」
の
活
字
翻
刻
本
が
最
新
の
近
世
研
究
の
成
果
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
も
、
教
科
書

採
用
本
文
に
な
お
最
も
影
響
を
与
え
て
い
た
の
は
、
大
正
期
ま
で
の
古
典
文
学
研
究
の
成
果
と
し
て
認
知
さ
れ
た
「
拠
る
べ
き
」
権
威

の
与
謝
野
寛
監
修
の
ｄ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
か
ち
栗
」
に
「
乾
栗
」
で
な
く
「
搗
栗
」
の
字
を

当
て
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
教
科
書
Ａ
Ｂ
Ｃ
だ
け
に
見
ら
れ
る
用
字
も
あ
る
。
も
う
一
例
を
掲
げ
る
。

 

（
原
文
）
神か
ん

田た

の
明み
や
う
じ
ん神の

横よ
こ

町ま
ち

に
．
薬く
す

師し

あ
り
．
此
も
と
へ
．

ａ�

神か
ん

田だ

の
明み
や
う
じ
ん神の
横よ

こ
ち
や
う町に

薬や
く

師し

あ
り
、
此こ
の

許も
と

へ

ｂ�

神か
ん

田だ

の
明み
や
う
じ
ん神の
横よ
こ

町ま
ち

に
薬く
す

師し

あ
り
、
此こ

の
許も
と

へ

ｃ�

神か
ん

田だ

の
明め
や
う
じ
ん神の
横よ

こ
ち
や
う町に

薬や
く

師し

あ
り
、
此こ

の
許も
と

へ

ｄ�

神
田
の
明み
や
う
じ
ん神の
横よ
こ

町ま
ち

に
薬く
す

師し

あ
り
、
此
許も
と

へ

ｅ�

神か
ん

田だ

の
明み
や
う
じ
ん神の

横よ
こ

町ま
ち

に
。
薬く
す

師し

あ
り
。
此
も
と
へ
。

　

	

Ａ�

神
田
の
明
神
の
横
町
に
薬
師
あ
れ
ば
、
此
の
許
へ

　

	

Ｂ�

神
田
の
明
神
の
横
町
に
薬
師
あ
り
、
こ
の
許
へ

　

	

Ｃ�

神
田
の
明
神
の
横
町
に
薬
師
あ
れ
ば
、
こ
の
許
へ

ａ
校
訂
西
鶴
全
集
の
頃
、「
薬
師
」
を
（
或
い
は
地
名
等
に
誤
読
す
る
可
能
性
も
起
こ
り
得
る
）「
や
く
し
」
と
訓
む
巻
一
の
三
が
受

容
さ
れ
た
一
時
期
が
あ
る
ら
し
い
、
と
い
う
点
は
そ
れ
と
し
て
興
味
深
い
こ
と
だ
が
、ａ
・
ｃ
「
よ
こ
ち
や
う
」「
や
く
し
」
の
振
り
仮

名
は
原
文
と
異
な
る
誤
り
で
あ
り
、
ｂ
・
ｄ
・
ｅ
「
よ
こ
ま
ち
」「
く
す
し
」
が
原
文
通
り
で
あ
る
。
教
科
書
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
本
文
の
そ
の
箇
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

所
に
は
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
授
業
で
の
解
釈
の
際
に
は
指
導
者
が
読
み
方
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
科
書
本

文
の
こ
の
箇
所
の
句
読
点
の
与
え
方
は
、
や
は
り
ａ
～
ｄ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
教
科
書
Ａ
と
Ｃ
の
「
あ
れ
ば
」
は
、
本
来

の
原
文
に
も
活
字
改
訂
本
に
も
な
い
改
変
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
教
科
書
の
①
句
読
点
の
調
整
②
用
字
の
調
整
③
「　

」
の
付
与
、
等
の
改
訂
は
、
今
日
で
も
教
材
本
文
に
施
さ
れ

る
一
般
的
な
処
理
と
い
え
る
。
し
か
し
右
の
Ｂ
・
Ｃ
「
煤
も
払
は
ず
」
や
Ａ
・
Ｃ
「
薬
師
あ
れ
ば
」
の
例
等
は
、
原
文
や
ｅ
と
も
、
ま

た
ａ
～
ｄ
の
活
字
校
訂
本
の
本
文
と
も
異
な
る
。
こ
う
し
た
教
科
書
独
自
の
細
か
な
改
変
箇
所
に
つ
い
て
、
以
下
検
討
す
る
。

④
教
材
採
用
の
際
に
、
文
章
そ
の
も
の
を
改
変
し
て
い
る
箇
所

助
詞
等
の
微
細
な
部
分
で
は
あ
る
が
、
原
文
の
テ
ン
ポ
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
や
や
変
わ
り
得
る
箇
所
が
あ
る
。
例
え
ば
原
文
「
お
も
ひ

ま
ゝ
の
正
月
」「
十
面め
ん

つ
く
つ
て
」
→
ａ
校
訂
西
鶴
全
集
「
お
も
ひ
の
ま
ま
の
正
月
」「
渋し

ぶ

面め
ん

造つ
く

り
て
」
→
ｄ
「
思
ひ
ま
ま
の
正
月
」「
十

面
作
り
て
」
→
教
科
書
「
思
ひ
の
ま
ま
の
正
月
」「
渋
面
つ
く
り
て
」
の
よ
う
に
、ａ
～
ｄ
の
活
字
校
訂
本
で
な
さ
れ
て
い
る
改
変
が
影

響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
教
科
書
の
独
自
の
改
変
が
み
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
は
、
先
の
「
煤
も
払
は
ず
」「
薬
師

あ
れ
ば
」
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
簡
略
に
、
原
文
と
活
字
改
訂
本
ａ
、
及
び
比
較
的
影
響
が
大
き
い
と
み
ら
れ

る
ｄ
を
、
教
科
書
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
本
文
と
対
照
さ
せ
て
み
る
。　

 •	

度た
び

〳
〵
迷め
い

惑わ
く

な
が
ら
．
見
捨す
て

が
た
く
．

	

ａ�

度た
び

々〳
〵

迷め
い

惑わ
く

な
が
ら
見み

捨す

て
難が
た

く
、　	

→	

Ａ
度
々
の
事
に
て
迷
惑
な
れ
ど
も
、
見
捨
て
が
た
く
、

	

ｄ
度
度
迷
惑
な
が
ら
見
捨
て
難
く
、		



Ｂ
度
々
迷
惑
な
が
ら
見
捨
難
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		


Ｃ
度
々
の
事
に
て
迷
惑
な
れ
ど
も
、
見
捨
て
難
く
、

 •	

菟と

角か
く

は
銘め
い

〳
〵
の
身み

晴ば
れ

と
．

	

ａ�

兎と

角か
く

は
銘め
い

々〳
〵

の
身み

晴ば
れ

と　
　
　
　

	

→	

Ａ
と
か
く
は
銘
々
の
身
晴
し
」
と

	

ｄ�

と
か
く
は
銘め
い

銘め
い

の
身み

晴ば
れ

と
、 　
　

		


Ｂ
と
か
く
は
銘
々
の
身
晴
。」
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		


Ｃ
と
か
く
は
銘
々
の
身
晴
。」
と
、
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 •	

御
客き
や
く

独ひ
と
り

づ
ゝ
．
立
し
ま
し
て
．

	
ａ�

御お

客き
や
く

一ひ
と

人り

宛づ
ゝ

立た

た
し
ま
し
て
、	

→	

Ａ
御
客
一
人
宛
立
た
せ
ま
し
て
、

	
ｄ�
御お
ん

客き
や
く

一ひ
と

人り

づ
つ
立
た
し
ま
し
て
、		

Ｂ
御
客
一
人
宛
立
た
せ
ま
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		


Ｃ
御
客
一
人
宛
立
た
せ
ま
し
て
、

こ
の
よ
う
な
教
科
書
の
校
訂
で
は
、
仮
名
遣
い
の
表
記
を
改
訂
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
近
世
の
文
章
の
破
格
的
な
文
法
の
箇
所
を

整
え
た
り
、
品
詞
や
文
章
そ
の
も
の
を
改
変
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
改
変
に
よ
っ
て
、「
度た
び

〳
〵
迷め
い

惑わ
く

な
が
ら
」
の
よ
う
な
原
文
の
語

句
の
持
つ
微
妙
な
「
味
」
＝
所
謂
「
西
鶴
独
特
の
文
章
の
リ
ズ
ム
や
口
調
」
は
（「
整
え
ら
れ
」
た
が
ゆ
え
に
）
や
や
失
わ
れ
て
い
る
、

と
も
い
え
る
。
が
、
接
続
助
詞
の
補
足
な
ど
に
は
、
論
理
的
な
意
味
の
つ
な
が
り
や
因
果
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
古
文
教
材
と
し

て
読
む
側
の
理
解
を
助
け
る
文
章
に
改
め
よ
う
と
す
る
編
集
者
の
態
度
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
要
領

で
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
改
変
箇
所
が
あ
る
。

⑤
原
文
の
一
部
を
削
除
し
て
編
集
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
部
分

イ�

．
広ひ
ろ

き
江ゑ

戸ど

に
さ
へ
住す
み

か
ね
．
此
四
五
年
．
品し
な

川か
は

の
藤ふ

ち

茶ち
や

屋
の
．
あ
た
り
に
棚た
な

か
り
て
．

	

ａ�

名な

は
原は
ら

田だ

内な
い

助す
け

と
申ま
を

し
て
、（「
か
く
れ
…
住
か
ね
」
脱
落
カ
）
品し
な

川が
は

の
藤ふ

ぢ

茶ゝ
や

屋ゝ
の
辺あ
た
り

に
店た
な

借か

り
て
、

	

ｄ�

広
き
江
戸
に
さ
へ
住
み
か
ね
、
こ
の
四
五
年
品
川
の
藤ふ
ぢ

茶ぢ
や

屋や

の
辺あ
た
りに
店た
な

借か

り
て

	
  

→	

Ａ�

広
き
江
戸
に
さ
へ
住
み
か
ね
、
此
の
四
五
年
、
品
川
の
あ
た
り
に
店
借
り
て
。

　
　

	

Ｂ�

広
き
江
戸
に
さ
へ
住
み
か
ね
、
こ
の
四
五
年
品
川
の
辺
に
店
借
り
て
、

　
　

	

Ｃ�

広
き
江
戸
に
さ
へ
住
み
か
ね
、
こ
の
四
五
年
品
川
の
辺
に
店
借
り
て
、

ロ�

．
千せ
ん

秋し
う

楽ら
く

を
う
た
ひ
出
し
．
間か

ん

鍋な
べ

塩し
を

辛か
ら

壺つ
ぼ

を
．
手
ぐ
り
に
し
て
あ
げ
さ
せ
．
小こ

判ば
ん

も
先ま
づ

．
御
仕し

舞ま
い

候
へ
と
集あ
つ
むる
に
．
拾
両り
や
う有
し
内う
ち

．

一
両
た
ら
ず
．

	

ａ�

千せ
ん

秋し
う

楽ら
く

を
謳う
た

ひ
出だ

し
、
燗か
ん

鍋な
べ

塩し
ほ

辛か
ら

壺つ
ぼ

を
手て

造つ
く
りに
し
て
あ
げ
さ
せ
、
小こ

判ば
ん

も
先ま

づ
御お

仕し

舞ま

ひ
候さ
ふ
らへ
と
集あ
つ

む
る
に
、
拾
両り
や
う
あ
り
し
う

ち
一
両り
や
う
足た

ら
ず
、
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

	

ｄ�

千
秋
楽
を
謳う
た

ひ
出
し
、
燗か
ん

鍋な
べ

塩し
ほ

辛か
ら

壺つ
ぼ

を
手
ぐ
り
に
し
て
上
げ
さ
せ
、
小
判
も
先
づ
御
仕
舞
ひ
候
へ
と
集
む
る
に
、
拾
両
あ
り
し

内
一
両
足
ら
ず
。

	
  

→	
Ａ�

千
秋
楽
を
謳
ひ
出
し
、「
小
判
も
先
づ
御
仕
舞
ひ
候
へ
」
と
集
む
る
に
、
十
両
あ
り
し
う
ち
一
両
た
ら
ず
。

　
　

	
Ｂ�
千
秋
楽
を
謳
ひ
出
し
、「
小
判
も
先
づ
御
仕
舞
ひ
候
へ
。」
と
集
む
る
に
、
十
両
あ
り
し
う
ち
一
両
足
ら
ず
。

　
　

	

Ｃ�
千
秋
楽
を
謳
ひ
出
し
、「
小
判
も
先
づ
御
仕
舞
ひ
候
へ
。」
と
集
む
る
に
、
十
両
あ
り
し
う
ち
一
両
足
ら
ず
。

教
科
書
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
共
通
し
て
、
イ
の
箇
所
で
は
「
藤
茶
屋
の
」、
ロ
の
箇
所
で
は
「
燗
鍋
塩
辛
壺
を
手
ぐ
り
に
し
て
あ
げ
さ
せ
」
が
本

文
に
無
い
。
戦
前
の
西
鶴
作
品
テ
キ
ス
ト
に
顕
著
に
表
れ
る
特
徴
は
、
昭
和
初
期
の
江
戸
文
庫
『
西
鶴
名
作
集
』
の
好
色
物
等
の
一
部

の
本
文
に
も
頻
出
す
る
よ
う
な
「
伏
字
」
で
あ
る
が
、
活
字
改
訂
本
の
ａ
～
ｅ
で
も
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
本
文
は
全
文
が
存
在

し
、
イ
と
ロ
は
先
に
伏
字
処
理
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
は
な
い
。
一
般
の
活
字
翻
刻
本
で
抵
触
し
な
く
と
も
、
旧
制
中
学
・
高
等
女
学
校

の
教
科
書
へ
の
教
材
採
用
に
お
け
る
、
何
ら
か
の
配
慮
に
よ
る
処
理
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

イ
の
「
藤
茶
屋
」
は
、
も
し
テ
キ
ス
ト
本
文
に
出
現
す
る
場
合
は
、
そ
れ
相
応
の
近
世
社
会
の
風
俗
的
背
景
の
解
説
を
授
業
に
要
す

る
部
分
で
は
あ
る
。
例
え
ば
「
茶
屋
」
と
い
う
語
の
場
合
、
現
在
の
高
校
学
習
用
の
辞
書
的
説
明
の
例
で
も
「
①
茶
を
売
る
店
。
葉
茶

屋
。
②
路
傍
や
社
寺
の
境
内
な
ど
で
通
行
人
を
休
息
さ
せ
て
、
煎
茶
な
ど
を
飲
ま
せ
る
店
。
茶
店
。
水
茶
屋
。」（『
旺
文
社
古
語
辞
典
』

第
九
版
、
平
13
・
10
）
の
意
味
だ
け
で
な
く
、「
③
遊
里
で
、
客
が
遊
女
を
招
い
て
遊
ぶ
家
。「
揚
げ
屋
」
よ
り
格
が
下
で
、
天
神
級
以

下
の
遊
女
を
招
い
た
。
④
遊
里
外
の
土
地
で
、
私
娼
を
抱
え
て
遊
興
さ
せ
る
家
。
色
茶
屋
。
⑤
江
戸
後
期
、
吉
原
で
客
を
妓
楼
へ
案
内

す
る
の
を
業
と
し
た
家
。
引
き
手
茶
屋
。
⑥
染
め
物
屋
。
多
く
茶
色
を
染
め
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
紺
色
を
多
く
染
め
た
も
の
は
紺
屋

と
呼
ば
れ
た
。
⑦
「
茶
屋
女
」（
料
理
屋
、
色
茶
屋
な
ど
に
奉
公
し
て
、
客
の
酌
や
給
仕
を
す
る
女
。
売
色
も
し
た
）
の
略
。
⑧
芝
居
茶

屋
。
芝
居
見
物
の
案
内
、
幕
間
の
休
憩
・
食
事
の
世
話
を
し
た
店
。」（
同
）
の
、
よ
り
遊
里
の
享
楽
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
③
④
⑤
⑦
⑧

の
風
俗
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
強
い
。
旧
制
中
学
や
高
等
女
学
校
の
学
齢
の
生
徒
に
対
し
、
語
意
を
説
明
す
る
場
合
に
不
穏
当
な
内
容
に

触
れ
る
も
の
と
し
て
、
削
除
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
若
干
内
容
の
抵
触
す
る
箇
所
を
含
む
教
材
を
、
な
ぜ
採
用
す
る
の
か
。

関
連
し
て
、
Ｂ
の
教
師
用
指
導
書
で
あ
る
『
女
子
新
国
語
読
本　

第
二
版　

教
授
参
考
書　

九（
７
）』
に
お
け
る
修
文
館
編
集
部
の
「
三　

大
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晦
日
は
合
は
ぬ
算
用
」
解
説
を
参
照
し
た
い
（
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
）。

 •	�
鋭
敏
な
観
察
と
、
印
象
的
な
省
筆
表
現
の
下
に
、
現
実
の
世
相
人
情
殊
に
金
を
廻
つ
て
の
世
界
を
痛
切
に
穿
つ
て
、
人
生
の
真
実

に
達
し
て
ゐ
る
所
を
味
は
は
し
め
た
い
。
と
も
す
れ
ば
、
現
実
を
回
避
し
、
現
実
の
醜
悪
を
直
観
し
得
な
い
で
、
安
価
な
浪
漫
や

感
傷
の
世
界
に
耽
溺
し
や
す
い
当
期
の
女
学
生
に
、
峻
烈
な
世
間
の
実
情
を
示
し
て
、
そ
れ
を
直
観
し
、
批
判
し
得
る
逞
し
い
批

評
精
神
を
喚
起
し
た
い
と
思
ふ
。（「
要
旨
」「
採
録
の
理
由
」）

 •	�

西
鶴
の
場
合
は
、
近
松
が
比
較
的
道
義
的
な
浪
漫
的
な
理
想
主
義
の
傾
向
に
反
し
て
、
あ
く
迄
も
自
然
主
義
的
で
あ
る
。（
同
前
）

 •	�

西
鶴
は
在
世
の
時
或
は
そ
の
後
も
、
芭
蕉
や
馬
琴
や
本
文
マ
ヽに

無
学
下
賤
と
誹
ら
れ
た
が
、
明
治
に
至
つ
て
、
紅
露
二
家
に
尊
崇
せ
ら
れ
、

一
葉
に
大
き
な
感
化
を
与
へ
、
明
治
末
期
の
自
然
主
義
者
に
喜
ば
れ
、
現
代
に
於
て
、
そ
の
価
値
は
十
分
認
め
ら
れ
る
様
に
な
つ

た
や
う
で
あ
る
か
ら
、
も
つ
と
よ
く
読
ま
せ
度
い
と
思
ふ
。
但
、
教
科
書
に
採
る
も
の
と
し
て
所
謂
教
育
的
な
立
場
か
ら
見
れ
ば

不
適
当
な
も
の
が
多
い
か
ら
、
指
導
に
は
十
分
の
注
意
を
要
す
る
と
思
ふ
。（
同
前
）

 •	�

大
下
馬
巻
一
の
第
三
の
説
話
で
あ
る
。
八
三
頁
、「
千
秋
楽
を
謳
ひ
出
し
」
の
次
に
「
燗
鍋
塩
辛
壺
を
手
ぐ
り
に
し
て
上
げ
さ
せ
」

の
省
略
が
あ
る
の
み
で
其
の
他
に
異
同
な
し
。（「
出
典
」「
原
文
と
本
文
の
関
係
」）

参
考
書
に
は
「
峻
烈
な
世
間
の
実
情
」
あ
る
い
は
「
現
実
の
世
相
人
情
」
を
「
穿
つ
」
作
品
と
い
う
「
自
然
主
義
的
な
」
教
材
観
、

そ
の
「
奇
警
洒
脱
な
筆
致
」（「
教
授
私
案
」）
を
女
学
生
に
「
味
は
は
し
め
た
い
」
と
い
う
指
導
観
が
窺
え
る
。
な
お
、
本
文
か
ら
削
除

し
た
イ
「
藤
茶
屋
」
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
教
師
用
指
導
書
の
解
説
で
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。「
所
謂
教
育
的
な
立
場
か
ら
見
れ
ば
不

適
当
な
も
の
」
と
い
う
意
識
は
、
教
授
の
側
と
そ
れ
を
扱
う
指
導
書
に
も
働
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
様
に
、
ロ
「
間
鍋
塩
辛
壺
」

を
「
手
ぐ
り
に
し
て
」
酒
を
飲
む
場
面
の
描
き
方
を
「
省
略
」
し
た
の
も
、
あ
る
い
は
中
等
教
育
課
程
の
学
校
生
徒
の
国
語
教
材
と
し

て
風
紀
的
に
も
「
不
適
当
な
も
の
」
と
考
え
て
の
処
理
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
教
科
書
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
本
文
の
話
の
展
開
で
は
、
浪
人
た
ち
が
盃
を
重
ね
た
後
に
千
秋
楽
を
謳
い
終
わ
っ
て
小
判
を
仕
舞
う
、

と
い
う
印
象
に
留
ま
る
。
だ
が
、
原
文
の
「
間
鍋
塩
辛
壺
」
の
箇
所
は
、
後
の
「
に
し
め
物
」
の
「
重
箱
の
蓋
」
に
「
ゆ
げ
」
で
小
判

が
「
取
付
け
る
」
と
い
う
具
体
的
な
原
因
と
対
応
す
る
、
生
活
道
具
の
即
物
的
具
象
的
な
表
現
の
部
分
で
も
あ
る
。
ま
さ
に
「
小
判
」
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

と
そ
れ
を
持
つ
「
手
」
や
「
道
具
」
が
混
然
と
な
っ
て
「
紛
れ
る
」
イ
メ
ー
ジ
を
発
生
さ
せ
る
換
喩
的
箇
所
で
あ
る
の
だ
。
今
日
の
研

究
の
観
点（
８
）か
ら
見
て
も
、
イ
や
ロ
の
よ
う
に
「
俗
」
の
即
物
性
を
付
与
す
る
連
想
語
の
配
列
や
列
挙
は
、
実
は
西
鶴
浮
世
草
子
本
文
の

最
も
重
要
な
表
現
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
味
は
は
し
め
」
る
べ
き
特
質
と
も
い
え
る
の
だ
が
、
Ａ
～
Ｃ
の
教
科
書
は
教
育
的
配
慮
か
ら
、

煩
瑣
で
猥
雑
さ
の
あ
る
「
細
か
い
描
写
」
を
省
略
し
て
い
る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。

構
成
さ
れ
る
一
話
の
機
智
と
心
情
の
展
開
は
面
白
く
、「
世
相
人
情
」
を
味
わ
う
作
品
教
材
と
し
て
採
用
し
た
い
、
だ
が
部
分
的
な
瑕

疵
と
し
て
の
猥
雑
な
箇
所
を
除
き
、
原
文
の
「
会
話
の
畳
み
掛
け
」
の
味
は
残
し
、
展
開
の
大
意
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
改
変
を
行
っ

た
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
話
の
内
容
の
読
解
を
進
め
る
学
習
展
開
上
、
当
時
の
伏
字
等
の
箇
所
に
よ
り
話
全
体
の
解
釈
が
し

に
く
い
よ
う
な
作
品
は
、
も
と
よ
り
教
科
書
教
材
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
。
が
、
こ
の
よ
う
な
例
を
見
る
に
、
直
接
本
文
に
伏
字
部
分

が
無
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
解
釈
す
る
内
容
上
、
卑
俗
的
な
意
味
を
伴
う
説
明
で
抵
触
が
あ
る
よ
う
な
表
現
は
、
旧
制
中
学
生
・
高
等

女
学
生
の
読
本
教
材
に
は
避
け
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
所
謂
好
色
物
で
な
け
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
雑
話
物
の
『
西

鶴
諸
国
ば
な
し
』
の
所
収
話
に
も
、
巻
一
の
四
「
傘
の
御
託
宣
」
な
ど
若
干
「
猥
雑
な
笑
い
」
の
内
容
の
も
の
が
あ
り
、
抵
触
な
く
教

材
に
採
用
で
き
る
話
の
選
択
は
重
要
で
あ
る
。
一
方
「
蚤
の
籠
抜
け
」
や
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
が
教
材
に
選
定
さ
れ
て
き
た
事

情
と
し
て
、
そ
う
し
た
考
慮
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

戦
前
の
国
語
教
材
の
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
は
、
そ
の
よ
う
な
“
条
件
つ
き
”
で
改
訂
さ
れ
た
教
材
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。

同
じ
近
世
文
学
作
品
で
も
、
芭
蕉
の
教
材
と
は
ま
た
違
っ
た
配
慮
で
あ
る
。
原
文
を
忠
実
に
再
現
し
た
本
文
採
録
で
は
な
く
、
漢
字
を

補
助
的
に
当
て
、
文
節
を
原
文
の
よ
う
に
切
り
分
け
過
ぎ
ず
、「
世
相
人
情
」
の
大
意
を
と
ら
え
て
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
教
材
採
用
の

態
度
に
は
、
西
鶴
＝
自
然
主
義
的
と
す
る
「
近
代
文
学
」
観
的
な
読
者
の
目
に
よ
る
選
考
の
意
識
が
働
い
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
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二
　
戦
後
の
教
科
書
に
み
る
テ
キ
ス
ト
本
文
の
改
訂
状
況

「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
は
戦
後
も
古
文
教
材
に
採
用
さ
れ
続
け
る
。
殊
に
教
科
書
Ａ
～
Ｃ
で
原
文
と
異
な
っ
て
い
た
箇
所
に
つ
い

て
、
管
見
し
得
る
以
下
の
Ｄ
～
Ｒ
の
国
語
教
科
書
で
対
照
し
確
認
し
て
み
た
。

Ｄ
守
随
憲
治
編
『
国
語
三　

高
等
学
校
用
』（
教
育
図
書
株
式
会
社
、
昭
30
・
８
）

Ｅ
金
田
一
京
助
編
修
『
高
等
学
校　

三
訂
版　

三
上
』（
三
省
堂
出
版
、
昭
30
・
12
）

Ｆ
松
尾
聰
他
編
『
日
本
文
芸
新
抄 

古
典
乙
Ⅰ 

古
文
』（
武
蔵
野
書
院
、
昭
37
・
４
）

Ｇ
岡
崎
義
恵
編
『
国
語　

古
典
乙
Ⅰ
古
文
』（
日
本
書
院
、
昭
47
・
３
）

Ｈ
山
岸
徳
平
編
『
国
語 
古
典 
甲
』（
教
育
図
書
研
究
会
、
昭
47
・
３
）

Ｉ
林
巨
樹
他
編
『
新
編
国
語
Ⅱ　

新
訂
版
』（
東
京
書
籍
、
平
４
・
２
）

Ｊ
松
村
明
他
編
『
新
国
語
Ⅱ
』（
旺
文
社
、
平
７
・
１
）

Ｋ
安
西
廸
夫
他
編
『
高
等
学
校　

古
典
Ⅰ
』（
旺
文
社
、
平
７
・
１
）　

Ｌ
広
末
保
他
編
『
国
語
Ⅱ
』（
三
省
堂
、
平
７
・
３
）

Ｍ
荒
井
敏
光
他
編
『
国
語
Ⅱ　

改
訂
版
』（
筑
摩
書
房
、
平
11
・
１
）

Ｎ
稲
賀
敬
二
他
編
『
高
等
学
校
改
訂
版　

新
訂 

国
語
一 
古
典
編
』（
第
一
学
習
社
、
平
11
・
２
）

Ｏ
木
村
博
他
編
『
古
典
』（
筑
摩
書
房
、
平
19
・
１
）

Ｐ
稲
賀
敬
二
他
編
『
高
等
学
校　

古
典
古
文
編
』（
第
一
学
習
社
、
平
19
・
２
）

Ｑ
柴
田
武
他
編
『
高
等
学
校
古
典　

古
文
編
』（
三
省
堂
、
平
19
・
３　

第
四
版
※
平
16
・
３
初
版
）

Ｒ
北
原
保
雄
監
修
『
古
典
１　

改
訂
版
』（
大
修
館
書
店
、
平
23
・
４
）

○
語
句
お
よ
び
そ
の
表
記
等
の
異
同
に
つ
い
て

Ａ
～
Ｒ
の
教
科
書
の
該
当
箇
所
の
表
記
を
比
較
す
る
と
、
Ｄ
～
Ｒ
で
は
用
字
に
つ
い
て
は
か
な
り
改
訂
し
て
い
る
が
、「
つ
く
つ
て
」
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

の
撥
音
便
や
「
立
た
し
ま
し
て
」
の
近
世
語
の
文
法
的
破
格
な
ど
、
語
句
を
ほ
ぼ
原
文
通
り
の
形
で
採
用
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

 
（
原
文
） 	「
薬く
す

師し

あ
り
」　　
　
　

 

→ 

Ａ
Ｃ
「
薬
師
あ
れ
ば
」
／
Ｂ
「
薬
師
あ
り
」
／
Ｄ
Ｈ
「
く
す
し
あ
り
」

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
「
薬く
す

師し

あ
り
」
／

　
　

	
「
度た
び

〳
〵
迷め
い

惑わ
く

な
が
ら
」 

→ 

Ａ
Ｃ
「
度
々
迷
惑
な
れ
ど
も
」
／
Ｂ
Ｆ
Ｉ
「
度
々
迷
惑
な
が
ら
」
／

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｇ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
「
た
び
た
び
迷
惑
な
が
ら
」
／

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｅ
「
た
び
〳
〵
迷
惑
な
が
ら
」

　
　

	

「
お
も
ひ
ま
ゝ
の
」　　

 

→ 

Ａ
～
Ｃ
・
Ｄ
Ｈ
「
思
ひ
の
ま
ま
の
」
／
Ｅ
「
お
も
ひ
の
ま
ま
の
」
／

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｊ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
「
思
ひ
ま
ま
の
」
／
Ｋ
「
お
も
ひ
ま
ま
の
」

　
　

	

「
身み

晴ば
れ

」　　
　
　
　
　

 
→ 

Ａ
「
身
晴
ら
し
」
／
Ｂ
Ｃ
「
身
晴
」
／
Ｆ
「
身み

晴ば
れ

」
／

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
「
身
晴
れ
」
／
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｎ
Ｑ
「
身み

晴ば

れ
」

　
　

	

「
十
面め
ん

つ
く
つ
て
」　　

 

→ 
Ａ
～
Ｃ
「
渋
面
つ
く
り
て
」
／
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｑ
「
渋
面
つ
く
つ
て
」
／

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｇ
Ｈ
「
渋
面
作
つ
て
」
／
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｒ
「
渋じ
ふ

面め
ん

つ
く
つ
て
」

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
「
十
面
つ
く
つ
て
」
／
Ｎ
「
十じ
ふ

面め
ん

つ
く
つ
て
」
／
Ｐ
「
十じ
ふ

面め
ん

作
つ
て
」

　
　

	

「
立
し
ま
し
て
」　　
　

 

→ 

Ａ
～
Ｃ
「
立
た
せ
ま
し
て
」
／

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
「
立
た
し
ま
し
て
」

○
戦
前
の
教
科
書
で
削
除
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
～
Ｒ
に
は
本
文
を
削
除
し
た
箇
所
は
な
く
、
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

 •	

Ｄ
Ｅ
Ｆ
「
品
川
の
藤
茶
屋
の
あ
た
り
に
」
／
Ｇ
Ｈ
「
品
川
の
藤ふ
ぢ

茶
屋
の
あ
た
り
に
」

	

Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
「
品
川
の
藤ふ
ぢ

茶ぢ
や

屋や

の
あ
た
り
に
」
／
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｑ
「
品
川
の
藤ふ
ぢ

茶
屋
の
辺
り
に
」

 •	

Ｄ
Ｅ
「
燗
な
べ
・
塩
辛
つ
ぼ
を
手
ぐ
り
に
し
て
あ
げ
さ
せ
、」

	

Ｈ
「
か
ん
な
べ
、
し
ほ
か
ら
つ
ぼ
を
手
繰
り
に
し
て
あ
げ
さ
せ
、」
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Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
「
燗か
ん

鍋な
べ

・
塩し
ほ

辛か
ら

壺つ
ぼ

を
手
ぐ
り
に
し
て
あ
げ
さ
せ
、」

	
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｑ
「
燗か
ん

鍋な
べ

・
塩し
ほ

辛か
ら

壺つ
ぼ

を
（
、）
手
繰
り
に
し
て
あ
げ
さ
せ
、」

昭
和
三
十
年
代
の
教
科
書
の
幾
つ
か
に
や
や
「
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
開
く
」
傾
向
の
本
文
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
平
成
以
降
は
原
文

の
語
句
の
用
字
が
比
較
的
そ
の
ま
ま
テ
キ
ス
ト
に
生
か
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
例
え
ば
「
十
面め
ん

つ
く
つ

て
」
等
は
撥
音
便
の
語
感
は
生
か
し
つ
つ
、
意
味
が
通
り
や
す
い
「
渋
面
」
の
よ
う
な
用
字
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主

に
「
漢
字
を
か
な
に
開
く
か
、
か
な
を
漢
字
に
す
る
か
」
の
用
字
部
分
を
改
訂
し
な
が
ら
、
原
文
の
近
世
語
的
な
言
葉
遣
い
は
生
か
す
、

と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
王
朝
文
学
と
比
べ
て
破
格
的
な
文
法
の
用
い
方
や
、
原
文
に
特
徴
的
な
近
世
語
の
呼
吸
、

（
近
世
文
学
と
し
て
の
ひ
と
く
く
り
で
は
な
く
、
芭
蕉
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
や
近
松
浄
瑠
璃
と
も
違
う
）
所
謂
「
西
鶴
ら
し
い
リ
ズ
ム
を

も
っ
た
文
章
」
を
味
わ
え
る
テ
キ
ス
ト
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
背
景
に
は
、
戦
後
の
西
鶴
作

品
の
「
板
本
の
忠
実
な
翻
刻
を
元
に
校
訂
さ
れ
た
」
テ
キ
ス
ト
の
普
及
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
各
教
科
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
や
解

説
に
、
次
の
よ
う
な
作
品
本
文
の
出
典
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｄ
希
書
複
製
会
本
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』

Ｇ
藤
村
作
編 

訳
注
西
鶴
全
集
第
八
巻
『
近
年
諸
国
咄
』（
至
文
堂
、
昭
27
・
12
）

Ｆ
Ｌ
『
定
本
西
鶴
全
集　

第
三
巻
』（
中
央
公
論
社
、
昭
30
・
９
）

Ｊ
Ｋ
Ｍ
Ｏ
日
本
古
典
文
学
全
集 

三
九
巻
『
井
原
西
鶴
集 
二
』（
小
学
館
、
昭
48
・
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｑ
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
好
色
二
代
男 

西
鶴
諸
国
ば
な
し 

本
朝
二
十
不
孝
』（
岩
波
書
店
、
平
３
・
10
）

Ｒ
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
井
原
西
鶴
集　

二
』（
小
学
館
、
平
８
・
５
）

西
鶴
研
究
上
、
板
本
の
忠
実
な
翻
刻
本
文
と
し
て
定
着
し
た
『
定
本
西
鶴
全
集
』
第
三
巻
の
刊
行
以
降
で
は
、
校
訂
本
文
に
訳
注
の

つ
い
た
『
日
本
古
典
文
学
全
集　

井
原
西
鶴
集
二
』
及
び
新
編
全
集
、
こ
の
他
に
も
対
訳
西
鶴
全
集
第
八
巻
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し　

懐

硯
』（
明
治
書
院
、
昭
50
・
８
）
等
が
普
及
し
、
影
響
を
与
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
作
品
研
究
史
か
ら

み
る
と
、
昭
和
二
十
～
四
十
年
代
に
「
説
話
的
」
と
さ
れ
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
本
作
品
の
評
価
が
、
五
十
年
代
以
降
の
典
拠
探
索
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

か
ら
西
鶴
の
〈
転
じ
〉
と
「
俳
諧
的
方
法
」
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
高
ま
っ
た
、
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
平
成
期
に
刊

行
さ
れ
た
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
、『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
に
関
す
る
比
較
的
新
し
い
研
究
成
果
の
反
映
さ
れ
た
詳
細
な
校
注
付
き

の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

戦
前
教
科
書
で
削
除
さ
れ
た
「
藤
茶
屋
」
は
戦
後
で
は
削
除
さ
れ
ず
、
い
ず
れ
の
教
科
書
で
も
原
文
の
「
品
川
の
藤
茶
屋
の
あ
た
り

に
」
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
十
年
代
か
ら
執
筆
が
進
め
ら
れ
て
い
た
藤
村
作
『
訳
注
西
鶴
全
集
』（
至
文
堂
、
昭
27
・
12
）
所
収
の
『
近

年
諸
国
咄
」「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
注
に
は
既
に
、「（
品
川
の
藤
茶
屋
）
一
目
玉
鉾
巻
二
品
川
瀬
側
に
、「
ふ
ぢ
の
茶
や
」
と
見

え
、
藤
の
絵
を
見
せ
、
又
妙
国
寺
の
下
に
「
浜
の
か
た
に
藤
の
茶
屋
と
て
軒
端
に
花
を
咲
か
せ
て
か
け
作
り
…
」
と
記
し
て
あ
る
。」
と

し
て
い
た
。『
定
本
西
鶴
全
集
』
第
九
巻
（
中
央
公
論
社
、
昭
26
・
11
）
に
本
文
が
翻
刻
刊
行
さ
れ
た
名
所
記
的
作
品
『
一
目
玉
鉾
』（
元

禄
二
年
刊
）
巻
二
に
「
○
妙め
う

国こ
く

寺じ　

当と
う

寺じ

は
法ほ
つ

花け

宗し
う

也
駿す
る

河が

大た
い

納な

言こ
ん

殿
の
に
立
ら
れ
し
御お

成な
り

御
門
を
爰
に
ひ
か
れ
金
銀
の
彫ほ
り

物
ひ
か
り

か
ゝ
や
き
し
が
是
も
む
か
し
に
な
り
ぬ
浜
の
か
た
に
藤ふ
ち

の
茶ち
や

屋
と
て
軒の
き

端は

に
花
を
咲さ
か

せ
て
か
け
作
り
殊
に
夏な
つ

は
爰
に
寄よ
ら

な
ん
」
と
あ

り
、
そ
の
後
の
注
釈
書
に
お
い
て
は
新
大
系
本
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
こ
の
『
一
目
玉
鉾
』
記
事
を
参
照
す
る
記
述
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
の
古
語
「
茶
屋
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
強
く
残
る
伝
統
的
な
「
遊
興
場
所
」
の
意
味
よ
り
も
、『
一
目
玉
鉾
』
記
事
か
ら
の
②
の
茶

店
・
御
休
処
の
意
味
の
方
で
捉
え
、「
藤
の
花
の
名
所
的
な
寺
領
内
の
茶
店
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら

れ
る（
９
）。
そ
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
Ｍ
「
東
海
道
五
十
三
次
の
第
一
の
宿
場
。
江
戸
の
南
の
門
戸
。」
や
Ｋ
・
Ｑ
「
品
川
―
東
海
道
第
一

番
目
の
宿
場
。」
の
よ
う
に
、「
品
川
」
の
解
説
を
注
に
付
す
も
の
も
あ
る
が
、
各
社
の
教
科
書
の
脚
注
や
頭
注
で
は
、

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
東
京
都
品
川
（
区
南
品
川
）
の
妙
国
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
茶
屋
。

Ｌ
品
川
の
妙
国
寺
の
浜
側
に
あ
っ
た
茶
屋
。
／
Ｋ
藤
茶
屋
―
品
川
海
岸
近
く
に
あ
っ
た
茶
屋
の
名
。

Ｅ
浜
に
近
く
、
軒
ば
に
ふ
じ
の
花
が
あ
し
ら
っ
て
あ
っ
た
。
／
Ｆ
軒
ば
に
藤
が
あ
っ
た
か
ら
い
う
。

Ｑ
「
藤
茶
屋
」
は
茶
屋
の
名
。
／
Ｈ
東
京
都
品
川
区
に
あ
る
。（
＊
「
品
川
の
藤
茶
屋
」）
／

Ｉ
Ｊ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
今
の
東
京
都
品
川
区
南
品
川
に
あ
っ
た
（
と
い
う
）。

等
の
説
明
が
な
さ
れ
、「
藤
茶
屋
」
に
つ
い
て
は
概
ね
、「
藤
の
花
の
名
所
」
の
位
置
や
名
の
由
来
（
藤
の
木
）
の
言
及
に
留
め
て
い
る
。
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「
燗
鍋
塩
辛
壺
」「
手
繰
り
」
に
つ
い
て
も
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
注
の
与
え
方
に
よ
っ
て
、
今
日
「
ほ
ぼ
定

着
し
た
」
と
み
ら
れ
る
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
教
科
書
採
用
本
文
が
出
来
上
が
っ
た
、
と
い
え
る
。

こ
の
他
に
、
戦
後
教
科
書
の
本
文
と
昭
和
初
期
の
古
文
教
科
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、
特
に
本
文
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
違
い
が
大
き
い
。

各
教
科
書
に
よ
っ
て
本
文
の
配
置
は
微
妙
に
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

 •	

字
詰
上
、
本
文
で
全
く
改
行
を
行
わ
な
い
も
の　
（
原
文
・
ａ
～
ｅ
・
Ａ
～
Ｃ
）・
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

 •	

改
行
し
た
段
落
分
け
を
行
う
も
の　

Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ

 •	

会
話
部
分
「　

」
ご
と
に
改
行
し
て
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
も
の　

Ｉ
Ｒ

 •	

句
読
点
の
位
置
が
原
文
に
非
常
に
近
い
も
の　

Ｒ
（「
か
く
れ
も
な
き
、
浪
人
」
な
ど
）

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
元
年
代
と
十
年
代
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
以
降
あ
た
り
か
ら
、
よ
り
本
文
を
「
読
み
や
す
く
」「
親
し
み
や
す

く
」
と
配
慮
さ
れ
た
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
会
話
の
応
酬
箇
所
を
「　

」
ご
と
の
改
行
で
見
や
す
く
す
る
と
い
う
処
理
に
は
、
字
の
詰
ま
っ

た
印
象
を
緩
和
す
る
と
い
う
意
図
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
原
文
の
リ
ズ
ム
を
尊
重
し
た
と
み
ら
れ
る
「
句
読
点
の
多
い
切
り
方
」

の
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
学
習
指
導
要
領
の
「
古
典
に
親
し
む
」
項
目
を
意
識
し
て
か
、「
西
鶴
の
リ
ズ
ム
に
親
し
む
、
味
わ
う
」
こ
と
へ

の
編
集
者
の
態
度
も
そ
こ
に
は
感
じ
ら
れ
る
が
、
古
文
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
西
鶴
の
原
文
的
」
に
過
ぎ
る
も
の
は
、
意
味
を
と
る
に
は

や
や
難
解
な
印
象
も
与
え
る
。
原
典
の
精
密
な
研
究
が
技
術
的
に
進
ん
だ
平
成
の
現
代
の
「
原
文
」
尊
重
的
な
環
境
の
中
で
、
近
世
文

学
の
専
門
研
究
者
が
求
め
る
西
鶴
作
品
の
表
現
の
「
味
」
と
、
既
に
古
文
に
接
す
る
機
会
が
日
常
的
に
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
高

校
生
や
現
代
の
一
般
読
者
が
「
親
し
め
る
」
よ
う
な
「
理
解
」
と
の
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
が
、
教
材
化
に
お
け
る
課
題
と
な
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
平
成
以
降
の
古
文
教
材
は
、
全
体
的
に
そ
の
単
元
ご
と
の
作
品
本
文
の
分
量
が
減
少
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
例
え
ば

『
日
本
永
代
蔵
』「
世
界
の
借
屋
大
将
」
の
場
合
、
構
成
さ
れ
た
話
題
に
よ
る
段
落
分
け
、
及
び
一
部
の
も
の
に
つ
い
て
は
一
話
を
分
割

し
た
「
前
半
の
み
」
掲
載
、
と
い
う
教
材
の
扱
い
も
な
さ
れ
て
き
て
い
る（
（1
（

。「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
は
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
上
、
一
話

の
発
端
か
ら
結
末
ま
で
が
ひ
と
ま
と
ま
り
の
た
め
、
本
文
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
分
割
掲
載
の
処
理
が
で
き
な
い
。『
西
鶴
諸
国
ば
な
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国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容

し
』
は
西
鶴
浮
世
草
子
の
う
ち
、
一
話
の
分
量
が
比
較
的
短
い
方
の
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
今
日
の
教
科
書
の
中
で
は
、
数
段
落
に
及

ぶ
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
が
、
結
果
的
に
他
の
古
文
の
散
文
教
材
と
比
べ
て
や
や
本
文
量
の
多
い
印
象
を
与
え
る
教
材
に
す
ら

な
っ
て
き
て
い
る
。

平
成
二
十
年
代
の
高
校
国
語
教
科
書
に
よ
る
西
鶴
作
品
本
文
読
解
は
、
恐
ら
く
生
徒
に
と
っ
て
の
「
人
生
に
お
け
る
、
西
鶴
作
品
と

の
初
め
て
の
出
会
い
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
現
在
の
国
語
総
合
に
お
け
る
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
比
べ
て
も
、「
必
修
と
は

い
え
な
い
」
作
品
で
あ
り
、「
出
会
い
」
と
そ
れ
以
降
の
「
付
き
合
い
」
が
日
常
的
に
継
続
す
る
か
ど
う
か
は
覚
束
な
い
。
希
少
な
出
会

い
の
機
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
当
時
の
原
文
に
即
し
た
味
わ
い
を
」
教
え
た
い
と
い
う
教
科
書
制
作
者
の
熱
意
も
感
じ
ら
れ
る
。
と
は

い
え
一
方
、
本
文
研
究
の
過
渡
で
も
あ
っ
た
戦
前
の
教
科
書
で
は
、「
比
較
的
大
ら
か
な
」
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
た
。
近
世
の
俗
的
題
材

の
文
学
を
教
材
化
す
る
た
め
の
禁
欲
的
な
教
育
的
配
慮
も
感
じ
ら
れ
つ
つ
、
同
時
に
、
一
概
に
原
典
第
一
主
義
に
捉
わ
れ
ぬ
、
近
代
以

降
の
読
者
の
「
理
解
」
と
「
親
し
み
方
」
が
窺
わ
れ
る
。

今
日
に
お
い
て
も
、
本
文
解
釈
で
風
俗
描
写
的
な
部
分
の
表
現
そ
の
も
の
を
忌
避
は
せ
ず
と
も
、
限
ら
れ
た
授
業
時
間
内
に
西
鶴
の

原
文
の
表
現
を
微
細
に
解
読
し
つ
く
す
こ
と
は
、
決
し
て
易
し
く
な
い
。
原
文
に
近
い
テ
キ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在

の
高
校
の
授
業
で
も
、「
緊
張
か
ら
緊
張
へ
と
発
展
し
て
行
つ
て
ゐ
る
」（
前
掲
Ｂ
指
導
書
の
「
鑑
賞
批
評
」）
大
筋
の
「
浪
人
た
ち
の
言

動
と
事
件
の
展
開
の
把
握
」
に
学
習
目
標
が
置
か
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
前
の
教
科
書
か
ら
既
に
あ
る
「
テ
ー
マ
」
の
読
み
が
今

日
も
続
く
経
緯
を
、
こ
の
よ
う
な
新
旧
の
教
材
が
物
語
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

太
宰
治
『
新
釈
諸
国
噺
』（
生
活
社
、
昭
20
・
１
）
の
「
貧
の
意
地
」（
初
出
『
文
芸
世
紀
』
第
六
巻
第
九
号
、
昭
19
・
９
（
（1
（

）
の
以
前

か
ら
、「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
は
「
国
語
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
は
（
加
工
さ
れ
た
）
一
種
の
「
制
度
的
」
な

教
材
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
戦
後
は
逆
に
、〝
太
宰
治
「
貧
の
意
地
」
の
原
拠
〟
と
い
う
観
点
か
ら
、「
近
代
小
説
か
ら
古
典
を
親

し
む
」
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
も
た
ら
さ
れ
て
き
て
い
る
。
今
日
の
古
典
教
材
と
し
て
の
採
用
の
度
合
の
高
さ
に
は
、
皮
肉
に
も
太
宰

治
研
究
の
進
展
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
、
戦
前
の
国
語
教
科
書
に
は
無
か
っ
た
「
西
鶴
作
品
受

容
」
の
様
相
で
あ
る
。
教
材
の
位
置
づ
け
や
指
導
目
標
設
定
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
作
品
受
容
の
状
況
を
鑑
み
つ
つ
考
慮
さ
れ
て
い
く
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必
要
性
を
感
じ
る
作
品
で
あ
る
。

注

（
１
）		�

拙
稿
「
西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観
―
藤
村
作
の
中
学
国
語
教
科
書
編
集
と
近
世
作
品
教
材
の
例
よ
り
―
」（『
文
芸
と
思
想
』

76
、
平
24
・
２
）

（
２
）		�

同
「
国
語
教
材
「
白
河
の
関
」
か
ら
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
へ
―
作
品
研
究
史
と
古
典
指
導
の
「
間
」
の
課
題
―
」（『
香
椎
潟
』
55
、
平
21
・
12
）

（
３
）		�

有
働
裕
「
教
材
と
し
て
の
西
鶴
作
品
」（『
愛
知
教
育
大
学
教
科
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
15
、
平
３
・
３
）、
及
び
堀
切
実
「
西
鶴
と
古
典
教
育
―

『
本
朝
二
十
不
孝
』
教
材
化
案
―
」（『
西
鶴
と
浮
世
草
子
研
究
』
Vol.
１
、
平
18
・
６
）

（
４
）		�

古
典
文
庫
第
十
七
冊
『
西
鶴
本
複
製
４　

絵
入　

西
鶴
諸
国
は
な
し
』（
古
典
文
庫
、
昭
28
・
９
）

（
５
）		�

前
掲
「
書
物
愛　

第
二
十
八
号
」
掲
載
。

（
６
）		�（
１
）
論
文
に
言
及
す
る
。

（
７
）		�

修
文
館
編
集
部
『
女
子
新
国
語
読
本　

第
二
版
教
授
参
考
書　

巻
九
』（
修
文
館
、
昭
11
・
10
）

（
８
）		�「
見
て
ま
は
せ
ば
」「
取
付
け
る
か
」
等
の
微
妙
な
表
現
を
解
釈
の
鍵
と
す
る
杉
本
好
伸
「「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
に
つ
い
て
考
え
る
」（『
西
鶴
と
浮

世
草
子
研
究
』
Vol.
３
、
平
22
・
５
）
の
他
、
島
田
大
助
、
樋
口
正
規
な
ど
の
近
年
の
指
摘
が
あ
る
。

（
９
）		�

高
校
国
語
の
現
代
文
学
習
用
の
国
語
辞
典
で
は
、「
茶
屋
」
の
項
目
は
例
え
ば
「
①
茶
を
作
り
、
ま
た
は
売
る
店
。
葉
茶
屋
。
茶
舗
。
②
茶
店
（
通
行
人

が
休
ん
で
、
茶
を
飲
ん
だ
り
菓
子
を
食
べ
た
り
す
る
道
端
の
店
。
掛
け
茶
屋
）。
③
客
に
飲
食
・
遊
興
さ
せ
る
店
。
④
相
撲
場
・
芝
居
小
屋
な
ど
で
、
客

を
案
内
し
た
り
、
料
理
を
出
し
た
り
す
る
店
。「
芝
居
―
」」（『
旺
文
社
国
語
辞
典
』
第
九
版
、
平
10
・
９
、
※
平
13
重
版
）
と
あ
り
、
先
に
掲
げ
た

古
語
辞
典
の
解
説
項
目
と
比
べ
て
、
③
よ
り
②
の
意
味
の
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
も
み
ら
れ
る
。

（
10
）		�

拙
稿
「
西
鶴
作
品
の
教
材
化
に
み
る
古
典
学
習
指
導
上
の
課
題
―
「
世
界
の
借
屋
大
将
」
の
例
を
中
心
に
―
」（『
文
芸
と
思
想
』
73
．
平
21
・
２
）

（
11
）		

『
太
宰
治
全
集  

第
六
巻  

筑
摩
全
集
類
聚
』（
筑
摩
書
房
、
昭
53
・
11
、
類
聚
版
）
解
題
。


